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C’−3　B一ス プ ラ イ ン 非線形 回 帰 モ デ ル に よ る 変化

点探索

九 州 大 ・
数理 　井　元　清　哉

九州大 ・数．哩　小 　西　貞　則

　B 一
ス プ ラ イ ン 非線形回帰 モ デ ル を拡張 し ， 平 均 構

造 や 誤差分 散 の 突 然 の 変 化 を捉 え る 方法 に つ い て 検

討 した．平均構造 の 突然の 変化 に 対 して ，B 一
ス プ ラ

イ ン 基底関数の 節点 を 重ね る こ と で 不連続 な 回帰関

数 を構成 で き る．こ の と き，重 複 節 点 の 位 置 選 択 が

変化点推定 の 本質的問題 とな る．本報告で は ， 変 化

点 を情報 量 規 準 に 基づ き推定 す る 方法 を提案 し た．

ま た．実 データ の 分 析を 通 して 提案 し た
；
職去の 有効

牲 を検討 し た。

C’・4　回 帰 庫 線 の ク ラ ス タ リン グ に 関す る 研究

　　　　　　　　申央大
・ji里工 　鎌　倉　稔　成

　 ク ラ ス タ リ ン グや分割 に 関 する研究 は 数多 くあ る

が ， それ ら は変数間 の 順序構造 を問題 に して い な い ．

本 報告 で は ， 変 数 間 に 自然 な時間順序が あ る 場合の

ク ラ ス タ リ ン グ に つ い て ， 回帰 モ デ ル を仮定 して そ

の 回帰 モ デ ル の ク ラ ス タ リン グの 闇題 と し て 検討 し

た．AIC を利 用 し た ク ラ ス タ生 成 の た め の 近 似 解法

と階層的 ク ラ ス タ 生成 の た め の ア ル ゴ リ ズ ム を提案

し ， 実際 の 問題 に 適用 した ．

7 月 28 日 （金）（午前 （H ＞　D 会場 ）

決定理論 （2）

座長　統計数 理研　柳　本　武　美

D ’−1 相関係数最大化 問 題 の 制 約 条件 に よ る変化

　　　　　　　　 千大 ・総 セ 　轎　本　明　津

　　　　　　　　　 千大 ・文 宮 埜 寿 夫

　　　　　　　　　 千大 ・埋　田　粟　正 　章

　非線形制約条件下 で は 最小 2乗解 と柑関係数最大

解の
．．
致 は 保証 さ れな い ．そ こ で． 2 次の 制約条件

下 で の 椙関係数最大化問題 の 解法 を与え ， 様々 な デ

ー一タ に 対 して 最小 2 乗解 と の 比較を行・
っ た．

D’・2　非正 規分布 の もとで の 多変量二 段 階法 に つ い

て

筑波大 ・数学　青　嶋　　　誠
串

　広島大 ・理 　若　木　宏　文

　母集団分布 に 8次 の モ ー
メ ン トま で 存在 す る 多変

量非 正 規分布を仮定 し，多変 最 鷺 段階法 の 性質 を高

次 の 漸近 理 論 を 用 い て 議論 した．平均 ベ ク トル に 関

す る 固定 され た 大 き さ の 信頼領域 を球型 と 楕 円型 と

で与え る 問題 を 考 攴、た．二 段階標本抽出に お け る ホ

テ リ ン グ 712型統計量 の 非 正 規性 の も とで の 分布 の

漸近 展 開 が 与え られた．こ れ を屠 い て ． 3次と 4 次

の キ ュ ミ ュ ラ ン トに 対 す る 多変量二 段階法 の 漸近的

性質 が 解明 され，非 正規性 に 応 じ て 妥当 な 修正 が 与

え られ た．

B ’・3　平 均 ベ ク トル の 線 形 関数 に お け る 成 分 間 の 多

　　　重比較 につ い て

　　　　　　筑波大 ・理工 ・院　成　拝　一　能
＊

　　　　　　筑波大 ・理 工 ・院　宮　 島 　 弘 　志

　　　　　　　　筑 波大 ・数学　 脊　嶋　　　誠

　々個 の 独立 な 多変鍛正 規母集団を仮定し， 定 め ら

れ た 係数 を もつ 平均 ベ ク トル の 線形結合 に つ い て，

成分間 の 多重比較を 行 うた め の 同時信頼 区 間 を考 え

た ．多重比較 法 と して MCA ・MC β・MCC の 3 つ を

扱 い ，区間 1臨 と信頼係数 に 関す る 要求を満たすため

の 推測 を，各母集団の 共 分 散行列 が 任意 の 場合 で，
二 段階法 に よ り与 え た．

D
’−4 対 照 群 の 平 均 に 関 す る処 理 群 の 最適な分類 ル

　 　 　
ー

ル に つ い て

　　　　　　筑波大
・
数学 ・院　青　木　　　充

＊

　　　　　　　 筑波大
・
数学　青　1鳴　　　誠

　本報告 で は，k一ト1個 の 独立 で 分散が 共 通 な 正 規母

集団 に お い て 1 つ を対照群，他 を処 理群と考 え，対

照群 の 平均 に 関 して 処理群 を 2 つ に 分判す る問題を

考 えた．こ の 問題 で 分散が 未知 の と き に ，対照群 と

処 理 群 か ら抽 出す る標本数 の 比 率 と 推測 に 含 まれ る

臨界定数 を 同時 に 考慮 し， 与え られ た 要求 を満たす

標本数 の 意味で 最適 な 推測 法 を 二 段階法 を 用 い て 提

案 した。有効性 の 比較 を標本 数 の 比 率 が 1 の 場合 の

推測 と行 な い
， ス ク リーニ ン グ の 手法 も議論 した．

7 月 28 日 （金 ）（午後 （1）　A 会場）

共通 テ
ー

マ ： 莪 が 国 に お け る7 イ ク ロ デ ー
タ提供 の

　　　　　　展望 （1）

　オーガ
ー
］ イザ ー一．

策大 ・経済 竹 村 彰 通

　　　　座長　
．一・橋大 ・経済研 　加 　納　　　悟

A −1　行 政 レ ジ ス ター
に よ る ミク ロ デ ータ の 作成

一

　　　ドイ ツ 社 会 保 険 レ ジ ス タ ー一
→ 雇 用 統 計 → 雇用

　　 標本 データ に つ い て一

　　　　九州大 ・経済学研究院 　浜 　砂 　敬 　郎

　欧米諸国 で は ， 政 府統計 の ミ ク ロ データが 調査統

計 か らだ け で な く， 行政 レ ジ ス ター
か ら も提供 さ れ

て い る 。本報告 で は
， 住民 記録管理制度 （個人識別

N 工工
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